
 

 

 

 

 

 

 

                

第 22回通常総会開催 

 4 月 29 日午前 10 時 30 分より甲子園浜自然環境セン

ターにおいて第 22 回通常総会を開催いたしました。 

 西宮市より、尼子土木局局長、藤原公園緑化部部

長、船越花と緑の課課長、稲垣花と緑の課係長のご臨

席をいただきました。尼子局長から昨年、浜に設置さ

れていた野鳥を紹介する看板が雨風にさらされ大変傷

んでいたのをリニューアルしたことに対して感謝の言

葉がありました。 

 現会員 90 名中出席 21 名、委任状 49 名で会は成立

し、第１号から第 4 号まで全ての議案が承認されまし

た。本年度新役員体制は以下のようになりました。 

 理事長 前田文信   

 副理事長 菅野雅一、前野裕美子 

 理事 青石弘、岡田孝二、岡本理恵、白川政昭、 

髙松眞一、長村冨美子、本井敏雄 

 監事 小川哲男、高橋良三 

理事長再任ごあいさつ 

此の度の第 22 回通常総会で理事長 

を継続して引き受けて 8 年目に入り    

ます。 

ちょっと長いと自覚しています。 

2018 年 9 月 8 日襲来の台風 21 号の 

後始末のことや、コロナ禍の時期の対応で悩むことも

多かったですが、スタッフの女性陣の頑張りによって、

守る活動、学ぶ活動や甲子園浜の魅力を伝える活動が

浸透してきているように思います。 

この一年も年間スケジュールとプラスαの行事をこ

なしていきたいと思っています。これからも会員の皆

さま方と共に、さらにこの活動を前に進めて行きたい

と考えています。         前田 文信 

      

      

 

 

 

 

 

 

甲子園浜遺跡探検 

「甲子園浜遺跡探検」は、2017 年 6 月「甲子園浜の歴

史を学んで海の遺跡を探検しよう」と始まりました。

毎年講師を務める前田理事長がいてこその企画です。 

 身近な街歩きがブームになり、個人がネットに簡単

に写真や情報を出すようになって、甲子園地域の隠れ

た歴史が注目されました。鳴尾から甲子園、甲子園浜

には街歩きにぴったりの、意外な「へえ〜」がたくさ

んあるのです。 

  

 

 

 

                     

 

 

歴史は点ではとらえられません。甲子園浜遺跡探検

では、浜甲子園地区の歴史は江戸時代から始まりま

す。自然災害があり、新田開発があり、戦争が始まっ

て終わり、人々の営みが続く中で苦しみや楽しみが地

域のそこここに残っています。それは見ようとしなけ

ればなかったことになってしまいます。甲子園浜の歴

史を学ぶことは、平和の大切さを学ぶことなのです。 

 

                   

 

2016 年     2020 年    2025 年 

地上の楽園といわれた時代、甲子園娯楽場（のちに

浜甲子園阪神パーク、1929 年〜1943 年）は海軍鳴尾

飛行場にするため閉鎖されました。大潮湯にあったと

いわれるライオンが昔を語っています。 

 

 

 

 

第 83号  

2025 年 6 月 15 日 

〒663-8143 西宮市枝川町 19-10 甲子園浜自然環境センター内 甲子園地区埋立事業対策協議会気付 

http://www.npo-koshienhama.com/ 

浜甲子園団地 

148 号棟 

149 号棟 

解体前 

1974 年 路面電車 

甲子園線 

浜甲子園停留場 



 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

            

            

・3 月 30 日(日) 海浜清掃 135 名参加 

                  

 

 

 

・4 月 26 日(土) 生物学会植生調査参加 

・4 月 29 日(火) 第 22 回通常総会開催 

・4 月 29 日(火) シギ・チドリ観察会 43 名参加 

   講師：杉田義彦氏（日本野鳥の会ひょうご） 

 

 

 

・5 月 25 日(日) 遺跡探検 30 名参加 

 

 

 

・5 月 27 日(火 )大阪湾生き物一斉調査 16 名参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                    

 

 

 

   

   

  

 

・5 月 19 日(月) 鳴尾南中学校トライやる協力 

・5 月 21 日(水) 上甲子園中学校トライやる協力 

・5 月 26 日(月) 鳴尾中学校トライやる協力 

・6 月 4 日(水) 学文中学校トライやる協力 

・6 月 7 日(土) 生活クラブ生協観察会参加 

・6 月 8 日(日) 海浜清掃 210 名参加 

 

 

 

・6 月 14 日(土) 西宮東高校文化祭参加 

                

 

・7 月 6 日(日) 西宮自然保護協会植物観察会参加 

・7 月 20 日(日) 海浜清掃（ブルーサンタ） 

・7 月 24 日(木)「ひがたの達人和田先生といっしょに

さがそう！甲子園浜のいきもの」        

 

活 動 報 告 

活 動 予 定 

可燃ごみ: 

不燃ごみ: 

100 ㎏ 

10 ㎏ 

土・日・祝日：9:00～17:00 

【お 知 ら せ 】 

7/8(火)より 

西宮市立甲子園浜自然環境センターの 

開館時間が変更になります。 

火 ～ 金曜日：10:00～16:00 

清掃協力： 

 

（株）ヤマサ環境エンジニアリング 

 

西宮海上保安署の紙芝居 

不燃ごみ: 可燃ごみ: 180 ㎏ 10 ㎏ 

 

 

      いいもの見っけ        スナガニ 

 2025年 5月 27日の大阪湾生き物一斉調査の時にできなかった 

スナガニ調査を 5月 29日に実施しました。 

スナガニは、砂浜の満潮線付近に穴を掘って生息しています。 

環境センターよりも東の砂浜にはスナガニが掘った穴は１つだけでした。掘ってみましたが、 

スナガニはいません。環境センター前の磯を見るとスナガニの巣穴が 50、西にのびる砂浜にも 

50以上もありました。 

 スナガニの捕まえ方は、 

① 巣穴に乾いた白い砂を入れる。 

② 巣穴から 30cmくらい離れたところから掘る。 

③ 深さ 40cmくらいまでスコップで掘る。 

④ 巣穴の周りの砂を少しずつ手で削り取る。最後にはすり鉢のようにしていく。 

乾いた白い砂が入っているから巣穴を見失うことはありません。 

⑤ スナガニの脚が見えてきたら掘るのをやめ両手を構えて、 

周りの砂といっしょに握り込む。 

⑥ そのままバケツに入れる。 

 その捕獲に失敗すると、脱兎のごとく逃走をし、波打ち際まで走るとピタリと止まり一瞬躊躇するが 

次の瞬間思いきって波間に飛び込んで難を逃れていきます。見事なジャンプにこちらも何だか喜んで 

見守ってしまいます。巣穴の大きさ(直径)がスナガニの大きさに比例しています。 

大きい穴を見つけましたが、5cmくらいで小石やプラごみにぶつかり、スナガニも掘るのを諦めた 

ようでした。 

生息する生き物のためにもプラごみは減らしていきたいものです。        向山裕子 

 

←スナガニの脚 


